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（論文内容の要旨） 

 

 立体造形において、百年近い歴史を持つ動く造形は若い分野であるが、この分野の芸術家達は

つねに時代の動きを敏感に感じ取り、最新の技術や材料を取り入れ、新しい芸術表現を大胆に試

みてきた。電気、水、光、空気、火、火薬、磁石等を動力とし、機械、コンピューター、センサ

ーでコントロールし、材料には金属、木材、石、プラスチック、布、既製品等を用いている。ま

た、デジタル技術の発達と普及がアートの世界にもたらした新たな発見と伴う、現在動く造形は

エレクトロニク・アート、ロボット・アート、パフオーミング・アート、インターアクション、

マルチメディアなど五つの領域と密接に関連している。こうして見ると、動く造形は立体造形で

最も幅広い分野と言えるだろう。しかし、これは、この分野の研究に困難をもたらしている要因

でもある。 

 制作者としての創作と研究経験により、筆者は「動き」という時間の次元が動く造形の創作と

研究において重要であることを深く感じている。本論文では筆者のこれまでの創作と研究をまと

め、現実の運動を取り込む「動く立体造形」を対象とし、「動く」という時間と密接に関連した造

形的形の本質的特徴を総合的に考察することを目的としている。 

 第一章では、動く造形と密接に関係する時間の概念と特徴について分析を行い、直線型時間と

循環型時間に相対応する「時間の瞬間」と「時間のリズム」という重要な特徴を明確にした。こ

れらの特徴は後の文中において時間の角度から動く造形を分類する重要な根拠となっている。そ

のほか、時間と空間の比較を通して、「運動は空間における時間の視覚化」という重要な結論を得、

動く造形を時間の角度から探求する必要性を確認した。 

 第二章では、20世紀初めの機械技術の発展がもたらした社会変革とそれにより誘発された芸術

家の時間の表現に関する種種の思考と実験を振り返ることによって、時間的表現の角度から動く 
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造形の発展の背景を考察した。またこれにより、21世紀のデジタル技術による時間概念の変化が

もたらす動く造形の今後の発展における影響について考察した。 

 第三章では、動く造形の最も本質的な共通特徴である視覚化した時間としての「動き」に着目

し、動く造形における「動き」の表現と「動き」の効果を考察し、「動き」を時間の瞬間性と永遠

性に相応する「偶然性のある動き」と「規則正しい動き」の二種類に分け、動く造形についての

新たな作品の特徴の考察を試みた。 

         偶然性のある動き   時間の瞬間性   直線型時間 

 

    動き                               時間 

 

         規 則 正 し い 動 き   時間の永遠性   循環型時間 

 

動きと時間の対応関係による動く造形の分類 

 第四章では、まず「動き」という時間的要素が抽象的思想と観念を反映させる表現力となるこ

とを明らかにした。動く造形の中に有る「視覚＝時間的表現」と「行為＝時間的体験」面におけ

る実験性について分析し、観客参加型の動く造形が作品の時間と観客の「個別の時間から一体化

した時間へ」という特徴を指摘した。最後に、デジタル技術などのニューテクノロジーの動く造

形への影響を考察し、動く造形の「動くオブジェ」から「動く空間」への発展傾向を指摘した。 

 

作品                       観客 

 

視覚                       行為 

 

時間の表現                    時間の体験 

 

観客参加型動く造形における個別時間から一体化時間への模式図  

 第五章では、筆者が1999年から動く造形の制作と研究に従事したことを基に、筆者が、ここ数

年来、制作課題とする「相対的循環運動」についての裏付けに関する論述を行った。相対的循環

運動の方式で時間の表現と私の思想的発展の相互的促進関係を示した。そして、後半では動く造

形の制作での重要な構造上の問題について探求を行った。 

 本論文では、動く造形の特徴を「動き」という時間の次元から総合的に考察を行った。そして、

時間の次元から「動く空間」への可能性を引き出しつつ、「相対的循環運動」の思想による自らの

制作活動の位置づけを明らかにした。 

一本化時間 


